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It is widely known that it is difficult for the human eye to confirm and recognize the relationship 
between figure and ground within an image, thus becoming a big issue. Furthermore, it is very easy to 
find visual representations which make use of this relationship in our everyday life. However, sometimes 
we also get to see images in which making a differentiation between figure and ground becomes difficult 
to perform. In order to avoid this, in the present research we will set the purpose of experimenting and 
analyzing several relationships between figure and ground and finally show an easy to recognize 
standard. 












図 1 ルビンの壷 




























































図 3 実験で使用するグラフィックスの例 
 
 タッチスクリーンのプログラムは図 4 の Adobe Flash 
Professional CS5 を用いて製作する。 
 
 
図 4 Adobe Flash Professional CS5 による制作画面 
 
実験用の装置として図 5 に示すスマートフォンの




































(3) 実験装置は画面サイズ 5.7 インチの GALLAXY NOTE 3
を用いる。 
(4) 実験での画面遷移までの時間は予備実験より 3.3 秒
とする 
(5) 本実験及び後の実験の被験者は 20 歳から 40 歳の日






本実験では、図 6 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 










図 7 実験 1－1 の結果のグラフ 
 





 本実験では、図 8 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 8 実験 1－2 のグラフィックス A2 
 
b）実験結果 
実験結果を図 9 に示す。 
 
 
図 9 実験 1－2 の結果のグラフ 
 
図 9 のグラフから、白 60:黒 40～W80:B20 の間で図と
地の判別が難しくなったと考えられる。 
（３）四角形と四角形の組み合わせによる図と地の視





 本実験では、図 10 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 10 実験 2－1 のグラフィックス B1 
 
b）実験結果 
実験結果を図 11 に示す。 
 
 
図 11 実験 2－1 の結果のグラフ 
 
図 11 のグラフから、白 20:黒 80 以外の面積比では明
確な図の選択の差が現れていないことがわかる。 
（４）四角形と四角形の組み合わせによる図と地の視
覚  覚反応（白と黒の反転）視覚 
a）実験概要 
 本実験では、図 12 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 12 実験 2－2 のグラフィックス B2 
 
b）実験結果 
実験結果を図 13 に示す。 
 
 
図 13 実験 2－2 の結果のグラフ 
 





 本実験では、図 14 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 14 実験 3－1 のグラフィックス C1 
 
b）実験結果 
実験結果を図 15 に示す。 
 
 
図 15 実験 3－1 の実験結果のグラフ 
 





 本実験では、図 16 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 










実験結果を図 17 に示す。 
 
 
図 17 実験 3－2 の実験結果グラフ 
 





 本実験では、図 18 のグラフィックスで実験を行う 
 
 
図 18 実験 4－1 のグラフィックス D1 
 
b）実験結果 
実験結果を図 19 に示す。 
 
 
図 19 実験 4－1 の結果のグラフ 
 
図 19 のグラフから、白 50:黒 50～白 95:黒 5 へ向かっ






 本実験では、図 20 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 20 実験 4－2 のグラフィックス D2 
 
b）実験結果 
実験結果を図 21 に示す。 
 
 
図 21 実験 4－2 の結果のグラフ 
 
図 21 のグラフから、黒 50:白 50～黒 95:白 5 へ向かっ





























図 22 図と地の判別が難しいとされる比率 
 
 図 22 をもとに得られた結論を以下に示す。 
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